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はじめに

本学が中国恵州学院と相互教育・研究を旨とする提携協定を結んで丸４
年が経過した。これは、毎年３月に現地で行う「海外研修」プログラムへ
の本学学生の参加、毎年１名の客員研究員としての教員受け入れ、同じく
２名の交換留学生としての成績優秀学生の受け入れ等の提携プログラムに
沿って進められており、そこでの成果や詳細は短大部発刊の『教育実践報
告』で毎年公表し、本年度が３人目となった客員研究員の研究成果も、そ
の一部が毎年『札幌大学女子短期大学部紀要』に掲載されている。一方、
共同教育・研究の取り組みは現地でも「海外研修」期間等を利用して行わ
れており、学生対象の講座や教職員対象の講演や研究会、日中台の大学教
職員が集ってのシンポジウムといった形で継続されている。それらの成果
の一つとして、本稿では共同教育プログラムを経て学生から提出された６
編の論文の内、日本の近代文学を題材とした２編を公表するものである。
諸般のご高批が仰げれば大きな喜びであり、今後の励みとしたい。

１──尾崎紅葉『 金色夜叉』

言わずと知れた明治期の代表的な新聞小説であるが、尾崎紅葉という作
者名も含めて今の日本の若者にそう馴染みがある作品とは思われない。こ
こに掲載する論文は、2015 年に恵州学院日本語学科を卒業した学生が最
終学年で書き上げたものであるが、指導する側にとっては、なによりもこ
の小説が面白いと感じながら読まれていることが新鮮な驚きであり喜びに
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もなった。文語調の文章は日本の学生にとってもかなり手強いものであろ
う。そこに感情移入ができ、明治期の日本人が抱いた心情や置かれた環境
を「古臭い」ではなく「エキゾチック」と感じ取る感性は、むしろ日本の
学生には持ちにくいものなのかもしれず、それがやっかいな文章を読み解
くことを楽しい作業に変え得たのかもしれない。日本語表記については、
指導にあたった康伝金・饒秋玲の校訂を差し引いても十分に意を通じさせ
ており、アニメやゲームから日本語の扉を叩く学生が多い中、こういった
決して組し易くはない類の文学への興味や関心を、日本語や日本全般への
興味関心へと広げ、勉強のエネルギーとしてきたことに、文学とそれを感
受する力の強さや深さをあらためて知ることができたような気がする。

『金色夜叉』に見る「貫一」の感情変化と

「お宮」の価値観との関連性の考察

恵州学院外国語学院2015年度卒業生　黄　暁麗

要旨

明治 30 年（1897 年）、尾崎紅葉『金色夜叉』の連載が『読売新聞』で
始まった。今に至るまでこの小説についてはさまざまな立場と観点で論じ
られてきたが、客観（女性主人公：お宮の価値観）と主観（男性主人公：
貫一の感情変化）の関連性に関する論考は多くは見られない。本論ではそ
の点に注目して論じてみたい。また、それを手掛かりにして未完に終わっ
た『金色夜叉』が、もしも書き続けられていたらはたしてどんな結末を迎
えたのかについて、筆者なりの謎解きをしてみたい。
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はじめに

『金色夜叉』とは金の亡者、すなわち金に目のくらんだ人間、作中では
高利貸の意味である。したがって、これは小説の男性主人公の間貫一のこ
とになる。貫一は世話になった家の娘お宮と恋に落ち、深い愛情をお互い
に持ち合うようになった。しかし、お宮は、貫一のことを愛しながらも、
栄華に満ちた裕福な暮らしにも憧れていた。そして富山唯継という資産家
の求愛に応じ、貫一との将来は放棄される。金の力で被った失恋の痛手と
恨みを冷酷な金貸しになることで晴らそうと、貫一は自虐的な復讐心に陥
り、明朗であった性格も冷たい鬼のようなものへと変えていく。一方お宮
は愛の無い結婚に後悔し、憂鬱の中で日々を送りながら、自分は相変わ
らず貫一を愛していることに気づく。二人は数年後ある偶然から再会する
が、お宮をどうしても許すことができない貫一は、ある日お宮の死を夢に
見て、夢の中でお宮を許し、これを契機に、自分のお宮に対する心情や態
度に内省的になっていく。
『金色夜叉』に関する先行研究には、日本国内国外の多くの研究者に

よって一定の実績が挙げられている。主に文学や文芸社会学、社会心理学
などの分野で、ストーリーや文体をめぐる論考が多くみられる。数例を挙
げると、「お宮」についての土佐亨（1970）の論考によると、お宮を客観
モデルとして分析し、貫一とほかの人物を比較的に検討する必要を指摘し
ているが、「貫一」の心情変化には触れられていない。小沢聰（1988）は、
貫一のことだけではなく全面的に作者紅葉の心情変化も考えられなくては
いけないと述べているが、貫一の心情分析には及んでいない。
一方、張秀強（2006）は「金钱与爱情的争锋：《金色夜叉》小论」で貫

一の精神世界を分析し、感情変化の原因解明を試みた。しかし、主に社会
心理学の方面からの試みは貫一に対するもののみで、お宮の価値観にまで
は及んでいない。つまり、主観（貫一の感情変化）と客観（お宮の価値
観）の関連性に焦点を当てた分析や研究は筆者の知る限り行われておら
ず、本論ではこれについての論考を進めていきたい。
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１．感情変化と価値観について

蒙培元は「感情には変化するきっかけがある」（蒙培元　2009：99）と
述べている。
感情変化の表現について、石坂敏弥は「感情変化の表現に気分の影響等

を組み込んだ感情モデルを構築した。現在のところ、感情モデルの概観、
構成が固まりつつある段階で、今回はその一部を評価するまでに留まった
が、簡単な推論規則かつシンプルなモデルにもかかわらず、気分の影響
による感情の微妙な変化がそれなりにうまく表現できることがわかった」

（石坂敏弥　1993：324）と考えている。

■１-１　感情変化（主観）

感情とは、物事や人間等々に対して抱く気持ちのことである。人間には
どのような感情があるのかについては古来様々に議論されてきた。一般的
に、六種類の代表的な感情を喜、怒、哀、楽、愛、憎と区別することが多
い。石坂敏弥（1993）によると、われわれ人間の感情は様々な影響によっ
て変化していく傾向がある。コンピューターによる解析研究により、気分
の影響による感情変化に関するデータも提示されている。我々の多種多様
な感情は、基本的に社会的感情と知的感情に分類して捉えることができ
る。社会的感情とは自己の価値を社会に認めさせる、その社会的行為のこ
とである。知的感情は国、民族、社会によって、それぞれ現れ方が異なる
文化に関連した感情のことをいう。その中には懐かしい、惜しい、敬服、
失望、満足、傷心、信用、顧慮、憎い、妬む、決断、勇気などがある（福
田正治　2005）。また、福田正治は感情と人間関係について、次のように
考えている。

われわれ人間の社会を見渡しても権力、地位、名誉、名声をめぐる
争い、彼を、彼女をめぐる行動に多くの智慧を働かせている。恐らく
人間関係のよき関係に多くの時間と労力をかけているのが人間であ
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る。ある時は相手を蹴落とし、別の時には利用するという社会的行動
が多く見られる。また会社を守るための組織犯罪も多発している。そ
こに発生する感情は、愛情であり憎しみであり悲しみである。（福田
正治　2005：６）

人間という生物は複雑で理解しきれないとよく言われる。このように見
ると、人間の感情がその複雑性に重大な位置を占めているように思われ
る。また、人は生まれてから周り環境の影響によって感情が主観要素とし
て様々に変化すると筆者は考える。

■1-2　価値観（客観）

藤川吉美は価値観について、次のように指摘している。

価値観とは、価値判断を伴った視点である。価値判断の根拠は人間
自身の感覚である。「自分の感覚」と「自分が経験した物事」との結
び付きによって我々の価値観はできている。人々の抱いている価値観
は多様である。ただし、多様ではあっても、統計的にまったくランダ
ムに分布しているというわけではなく、国や地域や文化圏ごとに、何
らかの傾向が見える。また、価値観の形成は様々に行われる。親から
教えられることだけでなく書物を読むことで体得することもあり、集
団や共同体に属することにより継承されることもあり、また、個人的
な感覚と体験をきっかけにしたり、精を出すように独立的に新たな価
値観が構築されこともある。（藤川吉美　1997：14）

ある人の価値観もその人の具体的な行動に影響を与える。共同作業した
り、相談したりするとき、お互いに意見が一致しないと相互に抱く価値観
の違いによるものだと考える。そもそも人生の価値観とは考え方の違い、
つまり人によってそれぞれ異なる多様なものである。そして、仕事や恋愛
やお金などをどのようにランクづけするのかも個人の価値観によるので
あり、それなりの順序がある（藤川吉美　1997）。もちろん、同じ価値観
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を抱く人同士もあり、俵万智の短歌『「寒いね」と話しかければ「寒いね」
と答える人のいるあたたかさ』にあるように、そういう人と出会えれば一
生の幸福だが、それはかなり珍しいことでもある。藤川吉美は「価値観に
優劣はあるのか」（藤川吉美　1997：14）と述べている。
本論ではお宮の価値観を分析しながら、同時にその問題も判断したいと

思っている。前に記した通り、感情変化はまわりの環境や人物などと深く
関わっている。価値観も、個人がそれぞれ受けた教育レベルや家庭環境や
宗教や文化などの違いによって、いろいろと多様化する。本来価値観に優
劣はないが、それがひとたび利害と関わると、合理と不合理に区別される
と考えられる。

２．貫一の感情変化

これまでの研究では作品の主題と女性主人公の運命が注目され、男性主
人公貫一に注意を向けた研究はあまり見られなかった。実際には、貫一は
物語を貫く重要な人物で、ある意味お宮は貫一を描出するための脇役で
あった。

■2-1　貫一の「哀」

张秀强（2013）は貫一の人物設定について考察する際に、彼の持つ孤児
という特性が一つの重要なポイントになるのではないかと指摘している。
『金色夜叉』には次のように書かれている。

間貫一、その母はまだ彼の幼かったころ亡くなり、その父はまだか
れが中学を卒業せぬうちに病死した。貫一は悲嘆にくれて父を葬ると
同時に、前途の望みまで放棄しなければならなくなった。（尾崎紅葉　　
2009：21）

間貫一の性格は多様である。作品の前段で間貫一はおとなしく真面目な
青年のように描かれるが、彼には子供っぽさも付されている。たとえばカ
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ルタ会で富山がお金を人にひけらかす時、富山を嫌う貫一はお宮に「ぷん
ぷん香水の匂いがして、ダイアモンドの指輪をして、殿さまみたいななり
をして、いいに違いないさ」と言い、「三百円のダイアモンドじゃ、ぼく
らの及ぶところにあらずだ」さげすむように笑って見せる。また、お宮が
何も言わずに熱海へ行った際は、翌日お宮から隆三と連名でとどいた葉
書を憤懣やるかたなくその場でずたずたに破り捨ててしまう。作品の後
段で、高利貸者の鰐淵の家が怪しい狂女に放火され鰐淵夫婦は命を落とす
が、部下の貫一は鰐淵の息子の直道に胸の内をこう打ち明ける。「あなた
が今日までご両親をお持ちになっていられたのは、わたしなどから見ると
おうらやましい。わたしは十五のとしから、みなし子になったのですが、
あまり見くびられてやけになり、とうとう真人間になりそこねてしまいま
した。」（尾崎紅葉　2009：109）。貫一が胸の内を率直に語ったのは、おそ
らく直道が自分同様孤児になったからであろう。

■2-2　貫一の「喜」　

貫一の父は隆三の恩人で、隆三はその恩に報いるため、病床にあった
貫一の父を助けたばかりでなく、貫一の学費援助もしてやっていた。そし
て貫一が父を喪うと自家に引き取ったのである。貫一は鴫沢家で温く扱わ
れ、厄介者としてうとんじられるようなことはなかった。
全贤淑は「誠実は道徳の最高境界で、人間が社会交際過程中の行為準則

である。恩返しも含まれる」（全贤淑　2005：46　筆者訳）と述べている。
貫一は隆三の誠実さを実感してそれに感動し、素直で品行が良く学問に

熱心な青年になった。貫一を娘の婿に迎えることを隆三夫婦はひそかに望
んでいた。一方、貫一は財産や婿入りにではなく、美しいお宮を妻にでき
ると思うと、それだけで十分にうれしく、ますます学問に励むようになっ
た。しかしながら隆三の誠実は利害の上に成り立つものであった。より大き
な利が自らにもたらされるとなると、彼の誠実は容易に翻されてしまった。

■2-3　貫一の「愛」

カルタ会が終わり家に帰る途中、貫一は宮を怒らせてから、ずっと寒く
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はないかいと話しかけたが、宮は彼に取り合わなかった。貫一の、子供の
ように宮のショールの中へ手を入れて暖を取る行為は宮をおどけさせた。
こういった些細な記述から、貫一が真にお宮を愛していることが読み取れ
る。貫一は新年宴会で友達に「宮さんと夫婦になれ」（尾崎紅葉　2009：
28）と四方八方から杯をさされた。冗談半分で言われていることは分かっ
ていても、この祝福を現実のものとしたいがためにすべてを飲み干した貫
一はお宮に、「いや、おじさんやおばさんの考えはどうでもいい。宮さん
の心ひとつなのだ」（尾崎紅葉　2009：28）と深い情を伝えた。貫一の感
情はお宮に支配されており、彼には金も権力も眼中にないことが読み取れ
る。
箕輪家の内儀が富山の依頼でお宮に縁談を持ち込み、お宮はその日から

食事ものどを通らず夜も眠れなくなる。何も知らない貫一は病気だと思
い、お宮を慰めるために自分の秘密を彼女に話して聞かせる。「ぼくなど
ひとつ大きな楽しみがあるので、世の中が愉快でたまらない。僕は世の中
がつまらないから、そんな楽しみをこしらえたのではなく、そんな楽しみ
があるから、この世の中に生きているのだ。もしこの世の中からその楽し
みを取り去ったら、世の中も貫一もない！」（尾崎紅葉　2009：31）。
平沢康子と松永しのぶは青年期の恋愛について、次のように記述してい

る。

青年期は心身の発達に伴って恋愛や性への関心が高まり、親密な関
係の対象が親から友人、恋人へと移行していく時期である。恋愛が青
年に与える影響に関する主な知見としては、自尊心、意欲、対人関係
スキルの向上などポジティブな影響、セルフモニタリングの低下、精
神的健康の悪化などネガティブな影響の双方が報告される。（平沢康
子・　松永しのぶ　2014：69）

■2-4　貫一の「憎悪」

貫一は隆三を大変尊敬していたが、金のために裏切られた。
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「宮を嫁にやろうかと思って」と言った隆三は、貫一が色を失うの
を見て、あわてて言葉をついだ。「お前に約束しておいて、今更変え
るのは気の毒だが、これについてはわたしも思うところがある」。（尾
崎紅葉　2009：33）。

金銭と権力の力に負けて隆三は約束を破った。自分がずっと尊敬してき
た恩人がこんなにも信用ならぬ、金におもねる人間であったとは思わな
かった。愚直な貫一は人間を疑い始めたが、まさか愛するお宮までがその
決定に従うとは思わなかった。貴顕に圧されて愛情を畏縮させることのな
い貫一は、素直に人を信頼する性格と気質をいまだ保持しいていた。
熱海へ行った貫一はお宮と向かい合い、夜の浜辺をそぞろ歩きしてい

る。「昨夜おじさんから話があって、この頼みを聞いてくれれば洋行させ
ようとおしゃる。いかに貫一が落ちぶれ士族の孤児でも、女房を売った銭
で洋行しようとは思わん！」（尾崎紅葉　2009：41）。
ところが貫一が何を話そうが、お宮はすでに嫁ぐ決心を固めていた。失

意の貫一は学問を放擲し、金色夜叉となって社会への復讐のためにのみ生
き続ける。それは命の実感を感じることのできない生きる屍のような生で
あった。
宮下・臼井・内藤（1991）はこの失恋体験に着目し、大学生を対象に失

恋後の心理的変化に関する調査を行っている。その結果、失恋後の心理的
変化にも「相手の気持ちや置かれている状況を考えるようになった」、「良
い人生経験になった」などの肯定的変化と、「もう人を好きになれないと
思った」、「異性を信じられなくなった」などの否定的変化が見られること
を明らかにしている（平沢康子・松永しのぶ　2014：69）。
貫一の失恋はまさに後者の否定的変化をもたらした訳である。

■2-5　貫一の「思い」

貫一は金の亡者になって、高利貸になった。冷たい無感情の人になっ
た。お宮への復讐という一念を貫き、そのことだけに執着して生きていく。
しかしここで物語はある展開を示す。お宮をどうしても許せない貫一
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が、ある晩そのお宮が死んだ夢を見て、かつて自分を裏切った宮はもうい
なくなり、現実のお宮を以前同様自分が愛したお宮だと思い始める。実は
貫一自身にお宮を許してやろうという気持ちがあったのに、それを自分に
納得させる方法を見つけられずなかなか許してやることができなかった。
夢について、傅榮は次のように述べている。

1990 年以前、夢についての代表的な理論は、夢は象徴の方式でも
う発生した、発生しているおよび発生することを表明した。しかし、
フロイトはそれらの意見に同意しなかった。夢は人の頭がはっきりし
ていない状態での精神活動の継続だと指摘した。フロイトは夢が主観
心の動作という前提で、あらゆる夢は自己を中心として、そして、自
我と関わることになると肯定的に示した。各々の夢から愛している
自我を見つけ、また、自我の願いをいいあらわす。（傅荣　1997：28　
筆者訳）
　

『わたしは嬉しい。もう思い残すことはない。貫一さん、もう気が
遠くなって来た。早く、早く、許すといって聞かせて下さい』『許し
たぞ！もう許した。もう堪…堪…堪忍……した。
沈めばもろとも深い淵へと、宮を引き起こして背に負うと、一枚の

紙のように軽い。怪しいと見返ると、大きな白百合が咲き開いて肩に
かかっている。（尾崎紅葉　2009：144）

貫一の夢でなぜお宮が他の花ではなく白百合になっているのだろうか。
白百合の花言葉は純潔と完璧と永遠の愛であるという。また、「重」から

「軽」に変化していく描写も貫一の心理と感情状態の変化を示唆するもの
であろう。白百合が「咲き開いて」いる状態も、春が来て万物が新生し、
再び素晴らしい日々を迎えるという寓意のように思える。そして、お静と
いう芸妓が見せた純粋な愛に触れることで、堕落しきった今の生活を反省
し、お宮への愛情を再び信じたいという気持ちを持ち始めるのである。
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３. 女性主人公「お宮」の価値観

金色夜叉は鴫沢宮であり、間貫一でもある。このことは、間貫一だけが
金色夜叉である、という通説より、全編の文章の流れから考えても紅葉の
気持ちになって考えても妥当で無理がないと言える。それゆえ、お宮の価
値観変化も貫一の感情変化にとって重大な要素だと考えられる（小沢聰　
1988）。

■3-1　「お宮」にとっての「富貴」と「栄華」

藤川は「古代・中世のように価値を絶対視する時代は去った。さらに論
理実証主義のように、価値の問題は科学の問題ではないとする時代も去っ
た」（藤川吉美　1997：15）と述べている。お宮は自らの美しさを知って
いたから、これほどの美しさを持って、お金持ちを夫にしないと勿体ない
といった気持ちを抱いている。
一方、熱海でお宮はこう言った。「いくことはいくけど、貫一さんのこ

と考えると情なくなって」（尾崎紅葉　2009：23-37）。お宮は金銭と愛情
のどちらを選択した方がいいのかに迷いながらも、彼女の価値観では富貴
と栄華、即ち「金銭」が一番であることは疑いの余地がない。
土佐亨は「風俗としての近代もさることながら、宮にとって、近代を精

神性において体得する唯一の機会も、この音楽学校においてであったこと
が想定されるのであるが、作品においては、この充足した快活なるべき時
間が、あとの憂悶と自省の時点でも何ら回想されるところもなく、一回に
放置されるのである」（土佐亨　1970：33）と述べている。近代というの
は客観的価値観が広まっていく過程だが、客観的価値観の背後には「誰か
に自分の感覚を満足させてもらいたい」という欲求が必ずセットで付いて
くるのである。そこにお金というものの出番がある。お金を払う方が「自
分の感覚を満足させてもらう」のであり、お金をもらう方は相手の感覚を
満足させるために行動するわけである。文凡（2014）によれば、作者はお
宮を通して金権主義を批判している。お宮は愛情と金銭の後者を選んだ。
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上述した通り、ある人の価値観は周りの環境に大きく影響される。お宮の
価値観の形成は明治期の社会的背景と両親の影響から逃れられなかった。
そこには彼女自身が具えた拝金思想も垣間見える。

■3-2　「お宮」の「やましさ」と「悔み」

お宮は貫一と別れてから、はじめて自分がどれほど貫一を愛していたか
を知った。彼女は毎日を楽しめなくなって、いまでは何のために唯継に嫁
いだかということさえ分からなくなっていた。熱海で別れてから行方知
れずになっていた貫一の姿を田鶴見子爵邸で見かけると、彼に対する思い
はその日からますます強くなって、今の立場を全てかなぐり捨てて貫一と
の愛に生きたいと深く念じた。何か満足できないことがある時は新たな価
値観が必要になる。自分の身体に備わっている感覚をより敏感にするのが

「新たな価値観を身に付ける」ということである。そのためには、自分の
感覚を使うしかない。物事を自分の感覚に結び付けると、その物事に価値
が感じられるようになる。
土佐亨は「くずくずしながら親の意識に引きずられ、結婚後は無表情な

女として生き、変りはてた恋人に再会して情欲的に悶えるヒロインの過去
に、このような近代を典型的に生きた体験があったとは、ほとんど想像す
ることさえ困難であろう」（土佐亨　1970：33-34）と述べている。
「小説『グレート・ギャツビー』の女性主人公は愛情に対する理解が浅

薄で、外見と気質も大事だが、金銭が最も重要なものだと考えた。彼女の
愛情観は男性主人公の悲劇を招いた。お宮は金銭を選びはしたが、ずっと
後悔もしていた。だからこそ貫一は夢でお宮を許したのだろう（金蓮姫
2008）。

■3-3　「お宮」にとっての「金銭」と「愛情」

お宮の感情過程を森敦は次のように論述している。『お宮の像はこの断
絶の姿においてこそ「明治式の婦人の権化」たりえていると考えられるか
らである。つまり、学校教育は彼女の表面を素通りしただけであり、彼女
の本質は徴動だにせず、その後の生において剥き出しになっている。愛情
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主題の描写中、お宮の貫一に対する感情には不明確から明確になっていく
過程が見て取れる』（尾崎紅葉　森敦訳　2009：23 解説）。
お宮のように愛情を捨てて金銭に走る例はよくあることだろうが、作者

は明確に、他人にも自分にも不利益をもたらすその価値観を批判してい
る。しかしながら、作者は簡単にお宮の価値観を彼女自身の潜在気質のせ
いにしていない。社会心理の角度から考えれば、お宮の選択は明治時代の
日本女性に押しつけられた社会的な負担、すなわち封建的な家庭環境と女
性の従属的な立場にも起因する（李然　2008）。
お宮は「富貴」と「栄華」を手に入れても、心からそれを喜ぶことはで

きなかった。お宮は「金銭」を選んだ後に、貫一との「愛情」の重さを意
識している。仮にお宮が初めから「愛情」を選択していたら、生涯にわ
たって完全に「金銭」を忘れ、後悔なく幸福に暮らしていけたのか。お
そらく答えは否であろう。お宮にとって、価値観の変化には過程が必要で
あった。喪失を痛感してこそ自分が一番求めるものを知ることができる。
金銭至上の価値観が愛情至上の価値観へと変遷する過程が必要なのであ
る。

４．「貫一」の感情変化と「お宮」の価値観との関係

仇徳輝（2009）によると、感情と価値観は主観と客観の関係である。人
間の感情にはどのように変化してもそれなりの価値対応物が見つけられ
る。感情がどう変化しようと、そこには価値関係を変動させる客観的動因
が存在する。したがって、人間の感情変化を研究するには人間の価値関係
を研究しなければならない。これは感情の変化と価値観との相関性にあろ
う。人間の価値関係の変化は速くもあり緩慢でもあり、曲折し必然的で階
段を踏み分層しており、人間の感情変化も自ずとそれに対応する。また、
感情変化の模様も感情と認知の絶え間ない分化と整合から現れる。感情は
脳による価値関係への主観的反映で、感情変化は根本的に価値関係の変化
によるものである。ここでは貫一の感情がどのようにお宮の価値観に従っ
て変化していくのかを記述したい。人間の感情は対物感情、対人感情、対

　169169



己感情および社会感情に分けられる。対人感情は、他者との利益の相関性
と関係し、それは表 1のように表される：

表１：　感情変化と価値観の相関性

利　益
相関性 利益正相関 利益負相関

増加 減少 増加 減少
過　　去 懐かしい 惜しい 憎い 軽蔑
過去完了 敬服 失望 妬む 幸い
現　　在 満足 傷心 嫉妬 安心
将　　来 信用 顧慮 顧慮 嘲笑

仇德辉（2009）に拠って作成

「利益」とは、貫一にとってお宮が自分のお嫁になるかどうかのことで
ある。お宮と別れる前、貫一にとっては彼女は、幼馴染みで将来自分の美
しい妻になれる少女で、自分と一緒に幸せな未来を求める対象であり、お
宮の価値観と彼の感情とは正相関にあった。一方、お宮と別れた後貫一は
金の亡者となり、お宮の価値観と貫一の感情は負相関となる。表 1は過
去、過去完了、現在、将来の四つの時期に分けて貫一の感情変化を示して
いる。「現在」とは貫一の高利貸者としての生活状態で、これを境として、
もう少し前にさかのぼると「過去」になる。お宮と別れてから「金の亡
者」になるまでの過去を巻き戻していくと「過去完了」となる。そこでの
貫一はお宮を慕い、彼女を自分の妻にしようと懸命に努力していた。
「将来」に向けて貫一は「現在」からどうしていくつもりなのか。お宮

を許すのか、それとも心に憎しみを持ったまま、他者からも憎まれる高利
貸者として暮らしていくのか？
お宮との熱海での別れを境として貫一には「利益の正反」が生じた。分

かれる前は「利益正相関」であったのが、別れた後には「利益負相関」へ
と転じる。「利益正相関」は第二章に描かれる貫一の喜と愛が、第三章の
お宮の「富貴」「栄華」に憧れる気持ちと対比される形で描かれる。恩人
として敬服する隆三がお宮を他人の嫁にしたいと考えていることを知って
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失望しながらも、お宮に対しては「ぼくなどひとつ大きな楽しみがあるの
で、世の中が愉快でたまらない。日がたって行くのが惜しくてね」と貫一
は言う。しかし、金持ちの富山と結婚するのがお宮自身の考えであると
知って遂に絶望するのである。「利益負相関」の場合、第二章での貫一の

「憎」と「思」が第三章のお宮の「やましさ」「悔み」に対比される形で描
かれる。貫一はお宮の気持ちを知るや否や前途や学業などを全て放擲し、
高利貸者になって金持ちになってお宮に復讐すると決心する。一方お宮は
富貴栄華を求めて富山と結婚したがその暮らしは幸せなものではなく、愛
情を選ばずに金を選んだことを後悔する。
李然（2008）は、貫一がどうしてもお宮を許せないのは、お宮の裏切り

だけではなく、彼が女性に求めた貞操観念によるものでもあるとしてい
る。貫一は富山と結婚したお宮がもう心も身も自分を裏切ったと思ってい
る。だからいくらお宮が謝罪しようとも貫一は許すことができない。しか
しながら、ある日貫一はお宮が死ぬ夢を見て、汚れた血が流れ出て自分を
裏切ったお宮はもういなくなったと感じ、彼女を許してもいいと思い始め
る。そして、芸伎お静が見せた一途な愛情に打たれ、自分ももう一度愛を
信じてみたいとも思い始める。この物語が未完のままに終わったことは大
変に惜まれ、「私の死後は墓前に『金色夜叉』の結末を供えて欲しい」と
言い残す女性読者もあったと聞く。
以上、貫一の感情変化とお宮の価値観変化の関連性の分析を試みた。と

ころで、この物語はどのように完結されるべきであろうか。貫一は高利貸
で稼いだ金を困窮する人々に分け与え、お宮からの謝罪の文にもきちんと
応えて改めて宮との愛情に人生の喜びを得て、かつてのような朗らかな性
格を取り戻すのではなかろうか。
『金色夜叉』の最も印象深いシーンは、お宮が富山との縁談が起きて後、

食事もできず夜も眠れず毎日元気のない様子なのを、何も知らない貫一
が手を尽くして彼女を慰めるために深い情を込めて告白する場面である。

「ぼくなどひとつ大きな楽しみがあるので、世の中が愉快でたまらない。
日がたっていくのが惜しくてね。僕は世の中がつまらないから、そんな楽
しみをこしられたのではなく、そんな楽しみがあるからこの世の中に生き
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ているのだ。もしこの世の中からその楽しみを取り去ったら、世の中も貫
一もない！　ぼくはその楽しみと生死をともにするのだ。うらやましけれ
ば分けて上げよう。ええ、みんなやる！」（尾崎紅葉　森敦訳　2009：31）。
貫一の「感情変化」とお宮の「価値観」との関連性についてはすでに述

べた。お宮が金銭より愛情を信じていた時期、貫一は学問に熱心で、性質
も素直で、美しいお宮を妻にしようとますます学問に励んだ。だがお宮が
金銭に寝返った後は前途も学校も全て投げ捨て、人々に憎まれる高利貸者
になって、高利貸の美人妻満枝に誘惑されても心を動かさなかった。そし
て夢に見たお宮が死ぬことで彼女を許すのである。
彭麦峰（2013）はこのように言っている
　

心中に光があり、希望が見える。愛情は美しいが、容赦もまた愛の
一部である。
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で担える役割には大きなものがあるだろう。われわれ人類がさまざまな判
断を委ねる感性は、それぞれの地域や時代がもたらす外的要因に応じて自
ずと多様性を具えるものではあるが、一方で個々の人間が内的感情を表演
する仕方であるところの喜怒哀楽は、有史開闢以来そうは変わらない価値
基準に拠ってもいる。古典として括られるさまざまな遺留物の数々に大き
な芸術的あるいは思想的な価値が認められ、時には普遍的な感情表現に対
する感動といった心の震えがもたらされる事実がこれを物語る。
ずいぶんと大げさな物言いになってしまったが、上掲した明治期の文学

作品への論考も、以下に載せる昭和期の作品への論考も、この前提がある
からこそ論文としての執筆が可能だったのであり、また、書き手と読み手
の双方が知的好奇心を喜ばせる機会にも繋がり得る。石川達三の『愛の終
りの時』は 1962 年の作品で、明治から昭和にかけて日本に生きた３人の
女性たちの相貌が描かれている。今の日本で論考される機会が多いとは思
われないこの作品を、中国の若い女子学生がどう分析したのか。われわれ
は読み手として、われわれにとっても遠くなった近代日本の女性像と、そ
れを描いた物故後 30 年を経たかつての人気作家像に加え、論考した中国
の大学生の感性という３つ目の像にも触れることができそうである。

『愛の終りの時』における女性心情分析

恵州学院外国語学院2015年度卒業生　周影美

要旨

日本の戦後は、伝統と現在が共存する時代で、このような背景の下に、
日本女性は伝統的な思想を受け継ぐだけでなく、現代的な思想にも目を
開いてきた。伝統と現代的な思想の影響の下で、日本女性は「伝統性」と
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「現代性」を併せ持った独自の目線を具えたのである。『愛の終りの時』は
石川達三の戦後の文学作品として、この一見矛盾する女性心理を描き出し
ている。本稿では作中人物の直子、茂子、京子の心情を分析することで、
この「一見矛盾する女性心理」について考察したい。直子は伝統思想の影
響を受け、伝統に従いながらも夫の裏切りに反発し、茂子は信じた愛のた
めに家族に尽くしたが、その消失と同時に自我に目覚め、京子は女性解放
の思潮に乗って仕事をして経済力を得たが独身生活の寂しさを感じる。こ
れら三人の女性の相矛盾する生き方に目を向けていきたい。

はじめに

封建時代の日本人は儒学に関する伝統的な思想に束縛されていた。特に
女性は「三綱五常」の伝統観念の影響を強く受け、社会的地位も低く置か
れていた。「良妻賢母」が日本女性の典型的な望ましい形象であった。近
代に入って封建的家族制度の解体が叫ばれ、女性解放運動が展開されるに
伴い、新たな女性意識の目覚めが促がされた。しかし、封建思想はすぐに
一掃されたわけではなく、むしろそれまで以上に社会を支配し続けもした。
石川達三は戦後文壇で活躍した有名作家である。『愛の終りの時』は彼

の代表的な風俗小説のひとつである。この作品は茂子一家の生活描写を通
して、両親と子供、夫と妻の愛の終わりを描き出した。そこでは直子、茂
子、京子という三人の女性像が描かれる。住職の妻として長い間夫が花柳
の巷に遊ぶことを忍従してきた直子、両親の反対を押し切って妻と死別し
た中野定四郎に嫁いだ茂子（夫と家族のために献身的な妻を演じていたが
夫の裏切りと子供の成長がそれを変えさせる）、仕事で自己実現し経済的
にも自立した京子、この三人である。
『愛の終りの時』に描かれた女性像については、国内外の論者による

違った視点からの先行研究がある。魏茹菡（2006）は石川達三の矛盾し
た女性観という視点から『「伝統型」と「独立型」の女性像』と捉えてそ
の形成原因を分析し、葛丽英（1991）は女性意識の変化という視点から
『「伝統型」と「戦後新女性」の女性像』と捉えたが、本作品で描かれた
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女性像には、「伝統」と「独立」といった対比だけではなく、他にも矛盾
した複雑な要素が付与されているように思う。たとえば直子は夫の不実を
耐え忍びながらも反発し、伝統的な女性というより矛盾した性格の持ち主
として描かれており、茂子には「良妻賢母」の放棄という一大変化がもた
らされ（彼女には愛のためにすべてを放棄して嫁いだという過去がある）、
京子は経済的に自立しながらも心中に孤独を感じて茂子の主婦生活に羨望
を覚えるといった、矛盾した女性像が描かれているのである。
本稿では直子の伝統に従いながらも反発する矛盾、茂子の献身と自我に

挟まれた矛盾、京子の独立と孤独という三つの矛盾した女性像に関する論
考を試みる。

１．直子の矛盾

直子はいわゆる日本女性らしい日常生活を送る女性であるが、それに反
発を感じる面も有しており、その意味で矛盾を抱えた女性である。

■1-1　伝統に従う

直子は真松寺の住職の妻として嫁いでからずっとその寺で生活してき
た。他の多くの女性と同じように、自分ではなく夫や家庭を中心に生活全
般を展開してきた。家を守り、家事に専念し、全力で夫に尽くす典型的な
専業主婦と言えるのだろう。葛丽英（1991：121）は「直子には自分の意
志というものがなく、夫の意志が彼女の意志であるし、精神的または外出
の自由も持っていない」とし、その意味で直子は典型的な「伝統型」の日
本女性であった。
直子には伝統的な日本女性特有の気配がある。明治維新後の資本主義経

済の発展に伴い日本の社会は大きな変化を遂げた。それが大正昭和を経て
戦後になると、封建的な家族制度は解体したがそれに代わる新たな家庭制
度が未確立というどっちつかずの社会で、かつての封建思想が人々の意
識の中に残されることとなる。直子は明治の末期にうまれ、伝統思想の影
響を受けて成長した。彼女は「やわらかな立居ふるまいの中に、明治の女
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の気配があった。明治といっても最後の頃のそれであるが、それがやはり
残っていた」（石川達三　1962：41）。直子は「伝統型」の女性にふさわし
い、善良で優しく温良柔順な女性気質の持ち主であった。
直子は勤勉で品があり、いわゆる伝統思想に従順な家父長的家族制度下

の女性であった。「女は嫁として夫の家に入り、家事に励み子を育てる」
「男は外で働き、女は内で家を守る」という日本伝統の家庭モデルは、直
子に勤勉かつ寛厚な美徳を持たせ、世事には無関心で全力で夫に仕える妻
の立場を用意した。

忙しいそうな、弾んだ声だった。きょうはお彼岸だから、住職は朝
から檀家を廻っている。寺のおかみさんの近藤直子は後から後からと
やって来る墓参の客の応対に、息を切らしているところだった。
「白髪がふえたわね」と茂子は言った。
「そうよ。苦労するもの」（石川達三　1962：160）

専業主婦として家族の世話をし夫に尽くす、これが直子の毎日である。
ここには家政婦や女中とどんな違いがあるのだろう。いわゆる三従観念は
遠い昔から女性の一生を支配してきた。直子は幼少時からこの三従観念を
植え付けられた世代である。家事全般に従事し夫に従順であることを不平
等とは思わず、正常な行為だと思い込んでいる。こんな「伝統型」の女性
は自身の何らかの権利が侵されているとは感じない。長い時代を通じて男
性の支配下で家庭生活を送らされてきた女性たちにとって、それはごく自
然な形での服従なのであった。

■1-2　伝統への反発

かつて多くの女性は自分ではなく家族のために生きていた。女性教育の
教訓書『女大学集』（石川松太郎　1977：29）は、主婦の心の持ち方をの
べている。曰く「従順であれ・怒り恨むことなかれ・人の悪口をいうな・
ねたむな・思慮浅くするな」。
しかし、直子は盲目的に夫に従おうとはせず、いわゆる伝統的な女性像
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とは異なり、夫の過ちから目をそむけようとはしない。

近藤直子の良人はしかつめらしい顔をして本尊の阿弥陀如来に灯明
をあげ、経を読み、葬儀に集った人々のあいさつを受け、さてそれか
ら檀家の未亡人のうちを訪問するのだ。（石川達三　1962：46）

直子は夫が花柳界に馴染み、そこで遊ぶことに憤慨する。温良貞淑のイ
メージに背き、夫の尊厳を認めず、伝統的女性訓を捨てて夫と繰り返し口
論をした。

「私なんか何十遍けんかしたか知れない。うちへ逃げて帰ったこと
だって四回五回あるの。あの人、わるいからね。もうもう、二度と戻っ
てやるもんかと思って、逃げて行ったのよ」（石川達三　1962：220）

そして直子は家を出た。これは伝統的女性像に合致する行動ではなく、
それへ抗う反発心の現れである。つまり直子は、外見は伝統的な女性像を
装いながら、実はそれに矛盾した精神を具えた女性である。良い妻の役割
を果たしながらも、夫の不実に対しては妻としての誇りをかけて抗った。
彼女は伝統的な女性像に込められた美徳を持ちながら、そこにはないはず
の反骨精神も併せ持つという、矛盾した女性として描かれている。

２．茂子の矛盾

茂子は「良妻賢母」型女性らしい献身的な精神の中に利己的な面も持つ
矛盾した女性として描かれている。

■2-1　良妻賢母

引退した大蔵省の元官吏で六十三歳になる中野定四郎の妻茂子は明治後
期の生まれで、「良妻賢母」を美徳とする女子教育を受けて育った。林言
輝（2004：３）によると、「良妻賢母」の「良妻」は夫にとって良いので
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あり「賢母」は子供にとって賢い母と定義され、小山静子（1991：７）に
よれば、明治の時期女性教育は儒教の徳目とともに欧米女子教育を取り入
れ、そこで形成されたのが「良妻賢母」型女性像であった。

日本の女性教育は女学校で行われ、その学習内容は男子校とは大き
な差異があって、特に家庭科は女学校教育の中心的な位置を占めてい
た。（李佐文・張川　1996：37）

女性教育の目的は家族全員の世話をすることにあったと言うことができ
るだろう。そんな教育が茂子の献身精神の根底にあったことは容易に想像
できる。
茂子は平凡な妻である。中野定四郎と結婚して三人の子をうみ、三十年

かかってその子たちを育てあげた。

それ以外には何もしなかった。それだけの女だった。それ以外に何
かしようと思ったこともなかったし、何かしなければならぬと考えた
こともなかった。（石川達三　1962：91）

茂子は夫、子供と愛に満ちた家庭を築き、献身的な「良妻賢母」の役割
を果たしてきた。結婚当初から彼女は愛する家族に尽くすことに大きな喜
びを感じ、それは娘に対しても十分に発揮された。

「ずいぶん苦労したのよ。あんまり古風な着物では似合わないで
しょう。へいせいは洋服ですからね。あの子の人柄に合った色や柄を
見立てるまでが、本当に苦労でしたわ。」（石川達三　1962：９）

　
娘の美根子は母親から与えられた品々を婚家に持って行き、それは若い

二人の生活を豊かなものにした。茂子は仕事で得た金を娘のために喜んで
消費し、娘の結婚に花を添えた。家庭のため夫のため子供のため、茂子は
自分を犠牲にして尽くしたのである。前妻と死別した夫定四郎との結婚は
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両親の強い反対を受けた。しかし茂子はこの結婚を躊躇せず、毎日夫を送
り出し帰りを待った。三十年の婚姻生活を通じて彼女は妻としての責任を
しっかりと果たし続けた。
　

妻の当然の任務というものを信じ、その任務をちゃんと果たして来
た。だから彼女の生涯はそれで良い筈であったし、その事でみずから
満足していられる筈でもあった。（石川達三　1962：91）
毎朝のみそ汁に入れるために豆腐を刻むようなささやかな仕事に

も、彼女はよろこびと生き甲斐とを感じていた。上手に、きれいに豆
腐を刻むことを工夫し、巧く出来た朝は一人で嬉しいがっていたもの
だった。（石川達三　1962：21）

定四郎が大病をした際は献身的に看病した。

定四郎が肋膜にかかって除隊し、さらに胸を患っていた頃の茂子の
生活は、本当に献身的なものだった。自分のすべての幸福を犠牲にす
ることもいとわず、自分の命までも良人にささげて悔いない気持ち
だった。（石川達三　1962：22）

この「良妻賢母」教育の成果として、定四郎は健康を取り戻したのである。

■2-2　利己の発露

利己主義は、自己の利益を重視し、他者の利益を軽視し、無視する考え
方である。利己主義の観点については数多くの論考があるが、その中でド
イツの哲学者 Ludwig Andreas Feuerbach（1804-1872）の観点が代表的
である。彼は利己主義を善と悪の二つに分けて、善の利己主義は自己と他
者の利己主義を同時に認め、悪の利己主義は自己の利己主義だけを認めて
いる。前者は自己に利を与え、他者を利する。後者は他者に損を与え、自
己を利する。つまり、善の利己主義は西洋の格言「自己で生き、他者にも
生きさせる」ということばで言い表わされる。今日、多くの倫理学者は善

180　180　中国人大学生が読んだ日本文学



の利己主義を合理的な利己主義、悪の利己主義を極端な利己主義としてい
る（邬移生　2006：159-161）。
茂子は夫と子供に献身しながらも、自身の利益を全く考えないわけでは

なかった。彼女は決して無私の人ではなく、ごく普通の人間として見返り
を求める心情も持ち合わせていた。
その利己心は茂子の両親に向けられた。結婚時、彼女は実家から有りっ

たけのものを婚家に運び込み両親の不便は考えなかった。夫との生活を
しっかりと始めたかったその頃の茂子は、夫にとっては献身的であった
が、両親にとっては貪欲な利己的な娘であった。

父と母とが生活を切りつめながら、営々として貯えた老後のための
資産のなかから、三十数万円もけずり取って、それで結婚の支度をと
とのえたのだ……彼女はやはり当然の権利のように思っていた。（石
川達三　1962：９）

それは嫁に行く娘たちに共通の一種のエゴイズムである。茂子は自分の
幸せな生活のために、両親のものを持っていくのは彼女の当然の権利だと
考えた。しかしそれは、自己の利益を重視するだけの利己主義ということ
もできよう。
茂子は深く夫を愛し、家族のために家事を務めた。けれども幸せな生活

は続かなかった。夫の定四郎は会社の女性と不倫関係を持ち、その裏切り
が茂子の気持ちを大きく変えた。

良人の謡曲を、妻はとなりの部屋で、全く無感動に聞いていた。む
しろうるさかった。そして、滑稽にさえも思っていた。（石川達三　
1962：46）

茂子にとって夫はすでに見知らぬ人だった。彼女は尽くすことを止め、
自分本位で考えるようになり、自分の利益を第一にした。夫が胃癌かもし
れないと知った時、茂子の最初の反応はその心配ではなく経済的なことで

　181181



あった。「寡婦になる運命が差し迫った、将来の生活がどうなるか、経済
的な問題を解決する方法があるか。」と考えたのである。

彼女はいまようやく、自分が寡婦となるべき運命が近づいて来たこ
とを感じた……ただ、未亡人になってから後の自分がどうなるのか。
そのことの準備はなにも出来ていなかった。彼女は良人のことではな
く、自分のことを考えていた。自分にめぐり来る新しい運命を計算し
ていた。（石川達三　1962：106）

日本『民法』第 900 条には「同順位の相続人が数人あるときその相続分
は以下の規定に従う」とある。①子及び配偶者が相続人であるときは、子
の相続分は、３分の２とし、配偶者の相続分は３分の１とする。②配偶
者及び直系尊属が相続人であるときは、配偶者の相続分及び直系尊属の相
続分は、各々２分の１とする。③配偶者及び兄弟姉妹が相続人であると
きは、配偶者の相続分は、３分の２とし、兄弟姉妹の相続分は３分の１と
する。④子、直系尊属又は兄弟姉妹が数人あるときは、各自の相続分は相
等しいものとする。但し、嫡出でない子の相続分は、嫡出である子の相続
分の２分の１とし、父母の一方のみを同じくする兄弟姉妹の相続分は、父
母の双方を同じくする兄弟姉妹の相続分の２分の１とする（中川善之助　
1976：144）。
　
上述の①の規定にしたがって、配偶者（妻）に財産相続の権利を与え、

３分の１の財産が残されるようになったが、それでも定四郎の死後、生活
を維持することが困難になることを茂子は知っていた。だから茂子は自分
の老後を非常に不安視したが、夫の健康を気遣うことはなかった。定四郎
をもはや愛していなくても、妻として彼を看護する義務は感じていた。定
四郎が胃癌になり手術を受け、あまり裕福ではなかった家計はさらに厳し
くなった。そこで彼女は夫の癌がむしろ進行することを期待し、治療を断
念させて支出を抑え、それを自身の老後の備えにしようとした。
茂子のこのような利己的な考え方は子供に対しても向けれられていく。
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茂子が昭和初年に結婚した時、日本はまだ伝統的な家族意識が残された時
代であった。ところが戦後それが変化し、社会慣習も変わっていき、子と
親の関係は多様化して核家族化が進んで行った。子供は結婚後自分の新し
い家庭を優先しようとするが、茂子は古い考えのままに長男夫婦に同居を
求め彼女が望むような孝行を求めた。しかし期待は裏切られ、頼りにして
いた長男は結婚と同時に別居してしまった。下の息子も同居はせず、娘の
美根子も結婚して家を出た。子供たちは離れて行き、茂子たち夫婦だけが
残された。茂子は大きな孤独を感じ、子供に裏切られたという被害者意識
を募らせていく。家族意識の変化と資本主義経済の繁栄は、従来の考え方
から見れば利己的な風潮を日本全体に拡散させ、それが新しい時代の傾向
となっていく。
子供は独立後両親の面倒を見ることを義務と感じていない。三人の子供は

めったに顔を見せず、たまに帰っても反対に親から何か貰いものをしようと
思うばかりで、その勝手さに腹を立てる茂子は子供同様利己的になっていく。

「とにかくテレビはやりなさい」「いいえ、やる必要はありません。
あの子には、私たちに出来るだけの事はしてあります。あとは自分た
ちでやって行けばいいわ」（石川達三　1962：136）

茂子はもはや無私に子供に尽くすことはなく、かつてのように子供や夫
を中心ともしない。テレビは茂子の唯一の娯楽で、それを美根子にやるな
ど彼女には考えられない。もしも子供たちが彼女に孝行し、彼女に満足と
安心を感じさせていれば美根子にテレビを与えもしただろう。しかし、利
己的な子供と同じように彼女自身も利己的になっていくのである。金中

（1992：33）によれば、そこに親子の愛、夫婦の愛を見ることはできない。
茂子は幼いころから伝統的な女性像を受け入れるよう育てられてきた。

学校では「良妻賢母」の女子教育を受け、彼女の前半生はこの考えに導か
れてもいた。その結果深く夫を愛し、夫と家庭のために尽くしてきたが、
それは時間の経過と共にさまざまな要因の下で徐々に消えていった。　　
彼女はこのような矛盾した女性として描かれている。

　183183



３．京子の矛盾

京子は経済的に自立はしながらも孤独で精神的に満たされていない、矛
盾を抱えた女性である。

■3-1　自立した生活

西洋思想の到来に伴い、日本の伝統的な考え方は大きな変化を余儀なく
された。戦後になって封建的な家族意識が薄れると同時に日本社会には大
きな変革が訪れた。民主化と新しい民法の制定に伴い女性の社会的地位は
向上し、新しい女性意識が芽生える。「自由主義」と「経済主義」が急速
に広がり、経済的に自立した働く女性が数を増やしていく。京子はそんな
女性のひとりであった。魏茹菡（2006：16）も言うとおり、京子は自分自
身を養い自分自身を支える、夫に頼って生きているような女性ではなく自
分で自分の運命を支配する女性である。
経済的に自立する京子はそうではない女性のように早婚し専業主婦とし

て暮らすことを望みはしなかった。四十歳を機に結婚した彼女は、いわゆ
る「売れ残り」ではあっても、洋裁技術を活かしてそれを教える自立した
女性であった。彼女は仕事を愛し、それで十分な収入も得ており、女性解
放の新しい思想を地で行く女性として描かれている。

結婚してまもなく京子は洋裁学校をやめて、自分で洋裁の店を出し
た。（中略）だから家をはなれて洋裁の店を経営し、その方に自分の
生活の中心を持って行ったのだった。（石川達三　1962：93）

京子は朝から晩まで忙しく働いたが、その生活は充実していた。自分で
車を運転し、注文を取り、縫い子たちを采配した。忙しい日々は彼女に相
当の収入をもたらし、新しい世界や人々との接点ともなった。互いを唯一
の友人とする直子や茂子とはその点でも大きく異なっていた。
生活上の自由も自立によって得られたものであった。彼女は自分の生活
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とそれを営む自由を持ち、家族に拘束されていない。屈託のない明るい女
性として普通の家庭の主婦にはできない自由な生活を営んでいた。洋裁技
術を持ち、仕事を持ち、収入がある。自由に暮らしていく条件を十分に具
えていた。

四十歳での結婚まで、彼女は陽気で気楽な「売れ残り」生活を楽し
んでいた。まさに戦後の新女性の代表だった。（葛麗英　1991：125）

それは結婚後も変わらず、主婦として生活に縛られない快適な生活を過
ごしていた。

ここには彼女のうちよりもずっと大型のテレビがあり、きれいな置
時計とラジオと電気蓄音機とがあり、赤い花模様の絨毯が敷いてあ
る。それがみんな、京子が自分で働いて得たものであった。（石川達
三　1962：226）

そんな結婚生活も結局離婚によって幕を下ろすことにはなったが、しっ
かりと働きしっかりと楽しむ生活が変わることはなかった。それだけの経
済力を持ち、自由な時間も有することで京子は人生を享楽していたはずで
あった。

■3-2　孤独と不安　
快適な生活を満喫しているように見える京子であるが、それは物質面に

限られ、精神面での自立ができていなかったことが作品では明かされる。
京子は孤独であり、彼女の心は満たされてはいなかった。戦後の日本はさ
まざまな旧弊から脱し、社会風潮や習俗もいわゆる進歩を遂げたのではあ
ろうが、伝統的な気質がきれいに消えてなくなったわけではなかった。幼
児期から旧来の習慣で躾けられた京子にとってもそれは同じで、いくら女
性解放の新しい考え方を実践しても、伝統的観念が彼女の心中からきれい
に無くなった訳ではなかった。
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京子は独身生活に寂しさを感じ、離婚後も続けた洋裁店の経営で高収入
を得ながらもそれは癒されなかった。

「でも、仕事をすてる訳には行かないし、仕方ないわ。自分で働い
て、ひとりぼっちで生きて行くのよ。さびしいけどね」（石川達三　
1962：151）

身寄りもなく離婚して独りぼっちになった京子は、今更ながらに自分の
孤独を思い知り、物質的な富が精神的な痛みに置き換えられたと感じる。
そして専業主婦としての茂子の暮らしをうらやむのである。

「ここの辺は静かでいいわね。羨ましいわ……しんとして暮らして
いられるんだから、ほんとうに私と代ってもらいたいわ」（石川達三　
1962：92）
「あら、静かで良いじゃないの。本も読めるし、琴を習っても、習

字や手芸を習っても、何だって好きなことが出来るわ。私なんか朝か
ら晩まで他人に追いまくられて居るんだもの、商売なんて嫌なもの
ね」（石川達三　1962：94）

京子は年下の夫に一種の劣等感を抱いていた。夫が望む自立した仕事の
できる生活に自信を持った女として生きようとした。しかし、実はそんな
に強くもなく自信に溢れてもいないことに引け目を感じていた。豊かな生
活をしながら精神的には豊かではない。強い経済力と快適な生活があり、
それを支える成功した仕事があっても実は家庭の主婦に憧れている。はた
目には自信に満ちて見えても、内心では一人の暮らしに深い孤独感を覚え
ている。つまり京子はみせかけだけ自立した「新女性」に過ぎない。『愛
の終りの時』が描く京子は、そんな矛盾を抱えた女性なのである。
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おわりに

本稿では直子の服従と反抗、茂子の献身と利己、京子の自立と孤独と
いった、それぞれ矛盾を抱えた女性像を作品を読み解くことで示したつも
りである。伝統思想と解放思想が共存する時代にあって、三人の女性に付
与された矛盾は、当時の社会に見られた典型的な女性像でもあった。同じ
ような社会背景の下で、他の日本の小説で示された女性像や、中国の文学
作品に見える女性像の考察を今後も進めていきたい。また、本稿で明らか
にした矛盾した女性像には正の側と負の側があり、この点をさらに掘り下
げることで女性の持つ役割や女性を敬い尊重することが持つ本来の意味を問
い、男女平等の意識をより促せるような作用を生み出せればと願っている。
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３──結び　

2016 年度には他にも以下の４論文が提出された。
『中国語と日本語における主語省略の対照』　張馳（蒋新桃指導）
『「間」から見た日本の建築の美学特徴について』　张慕菲（曾源生指導）
『「森に眠る魚」における歪んだ母性愛について』　鐘海欣（付自文指導）
『日本の懐石料理の「和」「敬」「清」「寂」への考察』　翁萍（康伝金指導）
言語・建築・料理・現代文学とテーマが分散することに加えて紙数の都合

もあり今回は掲載を見合わせたが、いずれも執筆者の興味や関心が真摯にぶ
つけられた読み応えのある論文で、日本語を勉強する内にその領域に留まら
ない学問的欲求を抱くに至ったという、たいへんに充実した学生生活の証が
示されていたように思う。大学での勉強が自分が専攻した分野に重心を置く
ことは極めて当然なことであろうが、例えば日本語という語学を専攻した場
合、語学は学問である前に言語という一つの道具であるという事実に裏打ち
された事象が起こり得る。それは日本語という道具を使いこなせるようにな
るにつれ、大学での専攻に囚われない学際的で且つ国際的な他領域への扉が
開かれることである。地理上の不案内を助けるのが「地の利」であるのなら
ば、生活上の全ての不案内を助ける「言葉の利」という言葉があってもいい
はずで、今回論文を提出した６人の学生諸君は、頑張って身につけた「言葉
の利」を駆使して自身の知的領域を多様化して見せてくれた。日中の大学間
交流で編成された共同教育・研究プログラムが、このような有機的な成果を
生み出し始めたことを関係各位とともに喜びたい。
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